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﹇
紀
要
『
能
楽
研
究
』
第
四
十
号
の
発
行
﹈
２
０
１
６
年
３
月
３１
日
付
で
、
研
究
所
紀
要
『
能
楽
研
究
』
第
４０
号
を
発
行
し
た
。
Ａ
５
版
２５８
頁
。
内
容
は
次
の
通
り
。
敦
煌
写
本
『
啓
顔
録
』
に
つ
い
て
―
狂
言
「
附
子
」
の
淵
源
を
明
ら
か
に
し
た
唐
代
の
古
写
本
―
鈴
木
靖
玉
屋
謡
本
の
研
究（
二
）
―「
玉
屋
謡
本
系
」
と
い
う
系
統
を
め
ぐ
っ
て
―
伊
海
孝
充
面
打
井
関
考
宮
本
圭
造
能
の
「
習
事
」
と
番
組
上
の
小
字
注
記
―「
小
書
」
と
い
う
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
―
山
中
玲
子
わ
ざ
継
承
の
学
を
構
想
す
る
―
能
楽
の
技
法
を
中
心
と
す
る
学
際
的
な
研
究
の
た
め
に
―
横
山
太
郎
研
究
展
望（
平
成
２４
年
）
江
口
文
恵
高
橋
悠
介
表
き
よ
し
石
井
倫
子
中
司
由
起
子
山
中
玲
子
宮
本
圭
造
豊
島
正
之
竹
内
晶
子
能
界
展
望（
平
成
２４
年
）
小
林
健
二
能
界
展
望（
平
成
２５
年
）
伊
海
孝
充
能
楽
研
究
所
彙
報（
平
成
２６
年
度
）
﹇
第
三
十
七
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
﹈
第
三
十
七
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
の
受
賞
者
に
、
２
０
１
５
年
１２
月
２
日（
水
）に
開
か
れ
た
選
考
委
員
会（
委
員
は
、
松
本
雍
・
み
な
も
と
ご
ろ
う
・
西
野
春
雄
・
観
世
銕
之
丞
・
増
田
正
人
〔
法
政
大
学
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
〕・
廣
瀬
克
哉
〔
法
政
大
学
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
〕・
山
中
玲
子
・
宮
本
圭
造
）の
推
薦
に
基
づ
い
て
小
寺
佐
七
氏
と
大
倉
源
次
郎
氏
の
２
名
が
選
ば
れ
、
１２
月
７
日
付
で
田
中
優
子
総
長
名
義
の
通
知
を
各
方
面
に
発
送
し
た
。
贈
呈
理
由
と
受
賞
者
の
経
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
能
楽
研
究
所
彙
報（
二
〇
一
五
年
四
月
〜
二
〇
一
六
年
三
月
）
181
〔
受
賞
者
〕
小
寺
佐
七（
こ
て
ら
さ
し
ち
）氏
〔
贈
呈
理
由
〕
観
世
流
太
鼓
方
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
す
る
氏
の
演
奏
は
、
卓
越
し
た
技
術
に
よ
る
的
確
な
撥
さ
ば
き
と
打
ち
込
み
の
強
さ
に
か
ね
て
か
ら
定
評
が
あ
っ
た
が
、
近
年
は
そ
こ
に
柔
ら
か
な
音
楽
性
や
軽
み
も
加
わ
り
、
２
０
１
５
年
２
月
の
横
浜
能
楽
堂
主
催
公
演〈
綾
鼓
〉、
１０
月
の
「
鵜
澤
久
の
会
」〈
西
行
桜
〉な
ど
、
多
く
の
能
の
成
功
に
寄
与
し
て
い
る
。
宗
家
観
世
元
信
氏
の
片
腕
と
し
て
流
儀
を
支
え
、
後
進
の
指
導
・
育
成
に
尽
く
し
て
き
た
功
績
も
大
き
い
。
〔
主
な
経
歴
〕
観
世
流
太
鼓
方
。
本
名
芥
川
佐
七
。
１
９
４
６
年
２
月
７
日
、
観
世
流
太
鼓
方
小
寺（
芥
川
）俊
三
の
長
男
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
る
。
５７
年
、
観
世
元
規
三
十
三
回
忌
・
観
世
元
継
十
三
回
忌
追
善
能
に
て
独
鼓〈
老
松
〉（
謡
は
観
世
静
夫
）で
初
舞
台
。
祖
父
金
七
、
父
俊
三
の
指
導
を
経
て
、
６４
年
１８
歳
で
、
宗
家
で
あ
る
観
世
元
信
に
入
門
、
最
初
の
玄
人
弟
子
と
し
て
本
格
的
に
内
弟
子
修
業
を
始
め
る
。
６９
年
〈
猩
々
乱
〉、
７０
年〈
道
成
寺
〉〈
望
月
〉を
披
き
、
７１
年
４
月
に
独
立
。
内
弟
子
時
代
か
ら
銕
仙
会
の
稽
古
能
や
歌
仙
会
に
も
毎
回
参
加
し
、
観
世
寿
夫
の
影
響
を
強
く
受
け
た
囃
子
方
の
一
人
で
も
あ
る
。
観
世
元
信
家
の
人
々
と
の
、
住
み
込
み
書
生
な
ら
で
は
の
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
武
勇
伝
も
多
数
。
若
年
よ
り
観
世
元
信
の
片
腕
と
し
て
数
多
く
の
舞
台
を
勤
め
る
と
と
も
に
、
世
阿
弥
座
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ン
ド
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
韓
国
、
中
国
等
々
、
多
数
の
海
外
公
演
に
参
加
。〈
彦
市
ば
な
し
〉〈
鷹
姫
〉〈
利
休
〉〈
高
瀬
舟
〉等
の
復
曲
・
新
作
活
動
に
も
数
多
く
参
加
し
て
い
る
。
９７
年
京
都
相
国
寺
で〈
朝
長
懺
法
〉を
、
９９
年〈
姨
捨
〉を
披
演
。
東
京
藝
術
大
学
邦
楽
科
講
師
、
国
立
能
楽
堂
研
修
講
師
と
し
て
、
後
継
者
の
小
寺
真
佐
人（
長
男
）を
は
じ
め
、
多
く
の
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
。
日
本
能
楽
会
会
員
。
一
般
社
団
法
人
日
本
能
楽
会
理
事
。
〔
受
賞
者
〕
大
倉
源
次
郎（
お
お
く
ら
げ
ん
じ
ろ
う
）氏
〔
贈
呈
理
由
〕
〈
道
成
寺
〉〈
石
橋
〉の
よ
う
な
激
し
い
曲
調
の
能
は
も
ち
ろ
ん
、
閑
寂
な
老
女
物
に
い
た
る
ま
で
、
い
ず
れ
の
舞
台
に
お
い
て
も
、
的
確
な
技
量
に
よ
っ
て
曲
趣
に
相
応
し
い
音
色
を
奏
で
、
多
く
の
舞
台
の
成
功
に
寄
与
し
て
い
る
。
そ
の
格
調
高
い
芸
は
、
近
年
ま
す
ま
す
安
定
感
と
円
熟
味
を
増
し
、
大
曲
・
秘
曲
な
ど
の
重
要
な
舞
台
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
能
の
普
及
活
動
や
後
継
者
養
成
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
高
く
評
価
さ
れ
る
。
〔
主
な
経
歴
〕
大
倉
流
小
鼓
方
十
六
世
宗
家（
大
倉
流
大
鼓
方
宗
家
預
か
り
）。
１
９
５
７
年
９
月
７
日
、
十
五
世
長
十
郎
の
次
男
と
し
て
大
阪
に
生
ま
れ
る
。
父
に
師
事
。
６４
年
に
独
鼓
「
鮎
之
段
」
で
初
舞
台
。
７０
年
に〈
岩
船
〉（
シ
テ
上
田
貴
弘
）で
初
能
。
７３
年
に〈
猩
々
乱
〉、
７４
年
に〈
石
橋
〉、
７８
年
に〈
道
成
寺
〉、
７９
年
に〈
翁
〉を
披
く
な
ど
、
若
年
時
か
ら
次
々
に
大
曲
を
勤
め
る
。
シ
テ
方
・
囃
子
方
の
信
頼
も
篤
く
、
〈
姨
捨
・
檜
垣
・
関
寺
小
町
〉の
三
老
女
を
は
じ
め
、
大
曲
・
秘
曲
の
上
演
に
欠
か
せ
な
い
小
鼓
方
と
し
て
、
東
西
を
問
わ
ず
活
躍
し
て
い
る
。
８５
年
に
十
六
世
宗
家
を
継
承
。
復
曲
能
、
新
作
能
へ
の
参
画
も
多
く
、
〈
苅
萱
〉〈
多
度
津
左
衛
門
〉〈
鵜
羽
〉〈
巴
園
〉〈
松
山
天
狗
〉〈
花
軍
〉〈
阿
古
屋
松
〉（
以
上
復
曲
能
）、〈
伽
羅
沙
〉〈
額
田
王
〉〈
夢
浮
橋
〉〈
蛇
〉〈
河
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勝
〉〈
紅
天
女
〉〈
冥
府
行
〜
ネ
キ
ア
〉〈
実
朝
〉（
以
上
新
作
能
）等
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
海
外
公
演
は
、
こ
れ
ま
で
２５
ヶ
国
を
訪
問
、
４５
公
演
以
上
の
ツ
ア
ー
に
参
加
。「
近
鉄
ア
ー
ト
館
能
」「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
能
」
な
ど
、
観
客
の
裾
野
を
広
げ
る
能
公
演
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
積
極
的
に
関
わ
る
ほ
か
、
多
武
峰
談
山
神
社
で
の
小
鼓
体
験
教
室
「
鼓
魂
（
こ
だ
ま
）の
会
」、
旧
常
行
堂
の
空
間
を
活
用
し
た
「
談
山
能
」、「
能
楽
座
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
制
作
に
携
わ
る
奈
良
県
大
淀
町
の
檜
垣
本
能
楽
座
公
演
な
ど
、
大
和
猿
楽
の
故
地
を
顕
彰
す
る
企
画
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
８６
年
に
大
阪
文
化
祭
奨
励
賞
、
９１
年
に
は
大
阪
市
咲
く
や
こ
の
花
賞
を
受
賞
。
日
本
能
楽
会
会
員
。
公
益
社
団
法
人
能
楽
協
会
理
事
。
な
お
贈
呈
式
は
、
次
に
記
す
催
花
賞
と
あ
わ
せ
て
、
２
０
１
６
年
１
月
２８
日（
木
）午
後
６
時
半
よ
り
、
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で
開
か
れ
た
。
受
賞
者
を
は
じ
め
、
選
考
委
員
、
法
政
大
学
関
係
者
、
能
楽
関
係
者
ら
８７
名
の
出
席
の
も
と
に
、
田
中
優
子
総
長
か
ら
賞
状
と
賞
金（
各
３０
万
円
）が
贈
ら
れ
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
移
っ
て
歓
談
の
後
、
午
後
８
時
半
過
ぎ
に
散
会
し
た
。
﹇
第
二
十
六
回
催
花
賞
﹈
〔
受
賞
者
〕
な
ご
み
狂
言
会
チ
ェ
コ（
な
ご
み
き
ょ
う
げ
ん
か
い
ち
ぇ
こ
）
〔
贈
呈
理
由
〕
狂
言
の
上
演
団
体
と
し
て
チ
ェ
コ
政
府
に
よ
り
プ
ロ
劇
団
の
認
定
を
受
け
て
い
る
同
会
は
、
２
０
０
０
年
の
設
立
以
来
、
東
欧
各
地
で
４００
回
以
上
チ
ェ
コ
語
狂
言
を
上
演
し
、
幅
広
い
層
に
狂
言
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
１４
年
に
は
子
供
劇
団
を
組
織
し
て
次
世
代
へ
の
伝
承
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
現
在
の
演
目
は
９
曲
だ
が
、
言
葉
遊
び
や
敬
語
、
型
と
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
ま
で
留
意
し
た
上
質
の
チ
ェ
コ
語
台
本
を
用
い
、
間
の
取
り
方
や
声
の
メ
リ
ハ
リ
等
も
含
め
て
規
範
を
崩
さ
ず
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
日
本
で
演
じ
ら
れ
る
の
と
同
じ
姿
の
狂
言
上
演
を
続
け
る
姿
勢
は
見
事
で
あ
り
、
顕
彰
に
値
す
る
。
〔
主
な
活
動
履
歴
〕
チ
ェ
コ
人
の
狂
言
役
者
団
体
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
フ
ベ
ル
ト
・
ク
レ
イ
チ
ー
監
督
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
「
チ
ェ
コ
風
狂
言
」
の
伝
統
を
継
承
し
、
２
０
０
０
年
に
チ
ェ
コ
で
開
催
さ
れ
た
茂
山
七
五
三
の
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
契
機
と
な
っ
て
、
同
年
、
ヒ
ー
ブ
ル
・
オ
ン
ジ
ェ
イ
が
設
立
。
０１
年
秋
か
ら
、
在
チ
ェ
コ
日
本
大
使
館
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
チ
ェ
コ
日
本
友
好
協
会
主
催
の
行
事
な
ど
で〈
柿
山
伏
〉を
上
演
。
０３
年
に
来
日
し
、
京
都
の
茂
山
家
で
集
中
的
な
稽
古
を
行
っ
た
後
、
大
津
市
伝
統
芸
能
会
館
で〈
柿
山
伏
〉の
二
ヶ
国
語
上
演
を
行
う
。
０４
年
、
茂
山
七
五
三
の
指
導
に
よ
る
第
二
回
目
の
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
プ
ラ
ハ
で
開
催
し
、〈
口
真
似
〉を
上
演
。
０５
年
に
セ
ミ
プ
ロ
劇
団
「
狂
言
小
劇
団
―
ナ
ゴ
ミ
狂
言
会
チ
ェ
コ
」
と
し
て
チ
ェ
コ
共
和
国
内
務
省
及
び
文
化
庁
に
登
録
さ
れ
、
１３
年
に
プ
ロ
劇
団
「
な
ご
み
狂
言
会
チ
ェ
コ
」
と
な
り
、
各
地
で
精
力
的
な
公
演
活
動
を
行
う
。
０６
年
、
ウ
ィ
ー
ン
の
演
劇
祭
に
招
待
さ
れ
、〈
柿
山
伏
〉〈
口
真
似
〉〈
骨
皮
〉を
上
演
。
０８
年
に
は
、
文
化
庁
の
芸
術
団
体
人
材
育
成
支
援
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
来
日
し
、
京
都
・
大
津
・
東
京
で
計
４
回
の
公
演
を
行
う
。
１２
年
、
茂
山
宗
彦
が
文
化
交
流
使
と
し
て
チ
ェ
コ
へ
派
遣
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
そ
の
指
導
を
受
け
、
チ
ェ
コ
語
狂
183 能楽研究所彙報
言〈
因
幡
堂
〉〈
呼
声
〉〈
梟
〉〈
菌
〉〈
佐
渡
狐
〉〈
柑
子
〉を
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
上
演
。
な
ご
み
狂
言
会
チ
ェ
コ
の
設
立
者
ヒ
ー
ブ
ル
・
オ
ン
ジ
ェ
イ
は
１
９
９
５
年
に
「
チ
ェ
コ
風
狂
言
」
で
初
舞
台
。
２
０
０
２
年
の
来
日
後
、
茂
山
七
五
三
に
師
事
し
て
狂
言
を
学
び
、
本
格
的
な
活
動
を
始
め
る
。
０７
年
に
は
、
な
ご
み
狂
言
会
チ
ェ
コ
に
お
け
る
活
動
が
認
め
ら
れ
、「
関
西
・
こ
こ
ろ
の
奨
励
賞
」
を
受
賞
。
﹇
研
究
・
調
査
活
動
﹈
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
二
〇
一
三
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
の
認
定
を
受
け
て
開
始
し
た
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
も
三
年
め
に
入
り
、
テ
ー
マ
設
定
型
共
同
研
究
４
種（
①
能
楽
研
究
所
所
蔵
資
料
に
基
づ
く
文
献
学
的
・
国
語
学
的
研
究
、
②
江
戸
時
代
の
能
楽
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
、
③
能
楽
の
演
出
・
技
法
に
関
す
る
研
究
、
④
国
際
的
視
野
に
基
づ
く
新
た
な
方
法
論
構
築
の
た
め
の
能
楽
研
究
）お
よ
び
公
募
型
共
同
研
究
７
件（
①
口
承
資
料
と
し
て
の
現
代
能
楽
の
研
究
、
②
現
代
能
楽
に
お
け
る
「
型
」
継
承
の
動
態
把
握
―
比
較
演
劇
的
視
点
か
ら
、
③
演
劇
雑
誌
に
お
け
る
能
楽
記
事
の
調
査
研
究
、
④
在
外
能
装
束
の
調
査
研
究
―
分
野
横
断
的
検
証
に
よ
る
、
⑤
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
音
楽
学
的
な
謡
の
分
析
の
た
め
の
基
盤
研
究
、
⑥
学
校
教
育
に
お
け
る
能
楽
の
分
析
と
刷
新
―
伝
統
文
化
教
育
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
確
立
を
め
ざ
し
て
、
⑦
『
安
川
敬
一
郎
日
記
』
に
み
る
明
治
・
大
正
期
の
財
界
人
と
能
楽
）が
順
調
に
活
動
を
進
め
た
。
本
年
度
の
主
な
活
動
成
果
は
以
下
の
と
お
り
。
こ
の
他
、
各
チ
ー
ム
の
研
究
進
捗
状
況
等
の
詳
細
は
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
、
拠
点
の
活
動
報
告
で
あ
るJournal
を
参
照
さ
れ
た
い
。
●
英
語
版
能
楽
事
典
編
集
の
た
め
の
国
際
研
究
集
会
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
会
議
室
Ａ
第
一
日
７
月
２３
日（
木
）
【
開
会
挨
拶
・
趣
旨
説
明
】
山
中
玲
子
「
能
の
テ
キ
ス
ト
構
造
」
ポ
ー
ル
・
ア
ト
キ
ン
ス
、
竹
内
晶
子
「
能
の
演
出
」
モ
ニ
カ
・
ベ
ー
テ
、
高
桑
い
づ
み
、
山
中
玲
子
「
曲
目
解
説
」
パ
ト
リ
ッ
ク
・
シ
ュ
ウ
ェ
マ
ー
、
中
司
由
起
子
「
現
代
思
想
の
中
の
能
」
横
山
太
郎
【
討
議
】
第
二
日
７
月
２４
日（
金
）
「
能
と
宗
教
」
ト
ム
・
ヘ
ヤ
ー
、
高
橋
悠
介
「
能
楽
論
」
玉
村
恭
【
討
議
】
「
能
の
歴
史
」
宮
本
圭
造
「
女
流
能
の
こ
と
」
バ
ー
バ
ラ
・
ガ
イ
ル
ホ
ル
ン
能
ト
ゥ
デ
イ
「
能
楽
素
人
・
比
較
の
視
点
か
ら
」
デ
ィ
エ
ゴ
・
ペ
レ
ッ
キ
ア
「
能
楽
師
が
で
き
る
ま
で
」
マ
イ
ケ
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
「
現
代
の
能
の
公
演
形
態
」
山
中
玲
子
184
【
討
議
、
今
後
の
予
定
、G
oogle
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
】
●
能
楽
学
会
例
会
共
催
７
月
２３
日（
木
）
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
会
議
室
Ａ
「
世
界
劇
場
―
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
日
本
の
演
劇
に
関
す
る
一
考
察
」
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
シ
ョ
ウ
●
謡
本
研
究
会
７
月
２６
日（
日
）
於：
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
会
議
室
「
光
悦
謡
本
の
以
前
と
以
後
」
宮
本
圭
造（
法
政
大
学
）
「
中
京
大
学
図
書
館
蔵
伝
雛
屋
立
圃
筆
一
番
綴
謡
本
「
白
楽
天
」・「
井
筒
」・「
道
明
寺
」
に
つ
い
て
」
柳
沢
昌
紀（
中
京
大
学
）
「
謡
本
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
」
石
川
透（
慶
應
義
塾
大
学
）
●
能
楽
学
会
例
会
共
催
９
月
８
日（
火
）
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
会
議
室
Ａ
「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
マ
ー
ト
氏
に
き
く
―
英
語
能
の
可
能
性
―
」
聞
き
手：
マ
イ
ケ
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
わ
ざ
継
承
の
歴
史
と
現
在
―
身
体
・
記
譜
・
共
同
体
」
９
月
１３
日（
日
）
於：
法
政
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
外
濠
校
舎
５
階
Ｓ
５０５
教
室
【
趣
旨
説
明
】
横
山
太
郎（
跡
見
学
園
女
子
大
学
）
第
一
部
記
譜
と
記
録
メ
デ
ィ
ア
司
会：
中
司
由
起
子（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
）
「
ボ
ー
シ
ャ
ン＝
フ
イ
エ
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
宮
廷
舞
踏
の
記
譜
と
復
元
」
湯
浅
宣
子（
バ
ロ
ッ
ク
ダ
ン
ス
実
演
研
究
）
「
能
楽
の
実
践
に
お
け
る
手
段
の
目
的
化
―
芸
道
共
同
体
の
一
般
理
論
に
む
け
て
」
藤
田
隆
則（
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
「
舞
踏
記
譜
法
の
歴
史
的
展
開
―
ラ
バ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
」
中
村
美
奈
子（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
「
身
体
鍛
錬
の
歩
き
方
―
２０
世
紀
初
頭
の
身
体
技
法
と
イ
メ
ー
ジ
」
増
田
展
大（
立
命
館
大
学
）
「
京
舞
井
上
流
と
祇
園
女
紅
場
の
稽
古
法
」岡
田
万
里
子（
桜
美
林
大
学
）
第
二
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
共
同
体
司
会：
山
中
玲
子（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
）
「
中
国
伝
統
演
劇（
秦
腔
）の
俳
優
養
成
の
歴
史
に
つ
い
て
」
清
水
拓
野（
関
西
国
際
大
学
）
「
京
都
花
街
の
人
材
育
成
」
西
尾
久
美
子（
京
都
女
子
大
学
）
「
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
に
お
け
る
運
動
技
術
の
伝
達
法
」林容
市（
法
政
大
学
）
「
歌
舞
伎
に
お
け
る
「
型
」
の
伝
承
」
児
玉
竜
一（
早
稲
田
大
学
）
「
イ
サ
ド
ラ
・
ダ
ン
カ
ン
の
舞
踏
学
校
と
ダ
ン
カ
ン
舞
踏
の
継
承
」
柳
下
恵
美（
早
稲
田
大
学
）
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●
日
本
演
劇
学
会
秋
の
研
究
集
会
「
古
典
劇
の
現
代
上
演
」
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
第
一
日
１０
月
２４
日（
土
）
【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】
「
古
典
演
劇
・
伝
統
演
劇
の
復
元
的
上
演
は
ど
こ
ま
で
可
能
か
」
司
会：
宮
本
圭
造（
法
政
大
学
）
「
能
に
お
け
る
復
元
の
意
義
」
竹
本
幹
夫（
早
稲
田
大
学
）
「
研
究
者
に
何
が
で
き
る
の
？
―
歌
舞
伎
の
復
活
狂
言
を
め
ぐ
っ
て
―
」
日
置
貴
之（
白
百
合
女
子
大
学
）
「
再
現
・
再
生
・
創
造
―
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は

復
元

し
得
る
か
？
」
井
上
優（
明
治
大
学
）
「
古
典
オ
ペ
ラ
の
復
活
蘇
演
〜
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
現
代
と
展
望
〜
」
山
田
高
誌（
熊
本
大
学
）
第
二
日
１０
月
２５
日（
日
）
【
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
】
「
能
の
復
元
的
上
演
の
可
能
性
―
「
能
」
を
現
代
に
蘇
ら
せ
る
手
法
―
」
宮
本
圭
造（
法
政
大
学
）、
高
桑
い
づ
み（
東
京
文
化
財
研
究
所
）、
中
司
由
起
子（
法
政
大
学
）、
山
中
玲
子（
法
政
大
学
）
【
特
別
講
演
】
「
バ
ロ
ッ
ク
演
劇
に
お
け
る
歌
う
身
体
―
修
辞
的
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
絵
画
的
な
美
、
感
情
に
訴
え
か
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
古
レ
パ
ー
ト
リ
ー
蘇
演
の
た
め
の
失
わ
れ
た
伝
統
、
あ
る
い
は
新
し
い
手
法
―
」
ジ
ー
ク
リ
ッ
ト
・
ト
ホ
ー
フ
ト（
演
出
家
・
振
付
師
）
●
研
究
集
会
「
縦
断
横
断
光
悦
謡
本
―
慶
長
文
化
の
精
華
を
解
析
す
る
―
」
２
月
２７
日（
土
）
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
「
光
悦
謡
本
と
観
世
身
愛
」
伊
海
孝
充（
法
政
大
学
）
「
光
悦
謡
本
の
活
字
と
組
版
」
鈴
木
広
光（
奈
良
女
子
大
学
）
「『
吾
妻
鏡
』
の
刊
行
と
嵯
峨
本
出
版
文
化
圏
」
小
秋
元
段（
法
政
大
学
）
「
周
縁
か
ら
見
る
光
悦
謡
本
」
宮
本
圭
造（
法
政
大
学
）
「
長
頼
謡
本
考
」
落
合
博
志（
国
文
学
研
究
資
料
館
）
「
伝
雛
屋
立
圃
謡
本
に
つ
い
て
」
柳
沢
昌
紀（
中
京
大
学
）
「
慶
長
前
後
の
謡
本
の
絵
表
紙
流
行
に
つ
い
て
」
佐
々
木
孝
浩（
慶
應
義
塾
大
学
）
「
謡
本
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
」
石
川
透（
慶
應
義
塾
大
学
）
●
展
示
「
慶
長
文
化
の
精
華
光
悦
謡
本
の
世
界
」
２
月
１７
日（
水
）〜
３
月
３１
日（
木
）
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
博
物
館
展
示
室
●
能
楽
学
会
例
会
共
催
２
月
２９
日（
月
）
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
会
議
室
Ｂ
「
学
校
教
育
に
お
け
る
能
楽
の
問
題
分
析
と
提
言
」
発
表
者：
佐
藤
和
道（
名
古
屋
中
学
高
等
学
校
）
岩
城
賢
太
郎（
武
蔵
野
大
学
）
186
佐
野
玄
宜（
シ
テ
方
宝
生
流
能
楽
師
）
●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
世
大
名
の
能
道
具
が
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
３
月
６
日（
日
）
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
「
近
世
大
名
家
の
能
道
具
は
何
を
語
る
か
」
宮
本
圭
造（
法
政
大
学
）
「
岡
山
藩
主
池
田
家
の
能
楽
関
係
資
料
―
伝
来
と
「
有
銘
能
面
」
を
中
心
に
―
」
浅
利
尚
民（
林
原
美
術
館
）
「
野
崎
家
塩
業
歴
史
館
の
能
面
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
岡
山
藩
池
田
家
」
山
内
麻
衣
子（
金
沢
能
楽
美
術
館
）
「
加
賀
藩
前
田
家
―
１２
代
斉
広
・
１３
代
斉
泰
―
の
能
装
束
の
場
合
」
村
上
尚
子（
石
川
県
立
美
術
館
）
「
能
道
具
の
伝
来
は
ど
う
探
る
か
」門
脇
幸
恵（
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
）
●「
紀
州
獅
子
」
復
曲
２
月
２４
日（
水
）申
合
せ
於：
喜
多
六
平
太
記
念
能
楽
堂
２
月
２５
日（
木
）収
録
於：
喜
多
六
平
太
記
念
能
楽
堂
『Journal
』
４
号
・
５
号
の
刊
行
能
楽
研
究
叢
書
５
『
能
楽
の
現
在
と
未
来
』
の
刊
行
山
中
玲
子（
法
政
大
学
）編
。
２
０
１
４
年
１０
〜
１１
月
開
催
の
第
１８
回
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
「
能
楽
の
現
在
と
未
来
」
の
報
告
書
。
登
壇
者
の
論
文
に
加
え
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
討
議
・
講
演
も
活
字
化
し
た
。
特
別
寄
稿
と
し
て
新
作
狂
言
と
英
語
能
に
つ
い
て
の
論
も
収
め
る
。
能
楽
資
料
叢
書
４
『
島
根
県
立
図
書
館
蔵
御
囃
子
日
記
』
の
刊
行
小
林
准
士（
島
根
大
学
）校
訂
。
江
戸
時
代
に
松
江
城
で
お
こ
な
わ
れ
た
町
人
に
よ
る
「
御
松
囃
子
」
の
活
動
記
録
の
翻
刻
。
筆
者
は
松
江
の
商
人
瀧
川
伝
右
衛
門
。
松
江
藩
の
能
楽
史
の
実
態
解
明
に
つ
な
が
る
資
料
。﹇
資
料
の
受
贈
﹈
志
村
祥
子
氏
よ
り
、
ソ
ノ
シ
ー
ト
「
観
世
流
・
声
の
入
門（
下
）」、
Ｌ
Ｐ
盤
レ
コ
ー
ド
「
梅
若
流
謡
曲
弱
法
師
」「
謡
曲
蝉
丸（
全
曲
）」
「
謡
曲
井
筒（
全
曲
）」
の
寄
贈
を
受
け
た
。
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
志
村
祥
子
氏
の
ご
芳
志
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
﹇
所
員
の
活
動
﹈
山
中
玲
子
能
楽
研
究
叢
書
５
『
能
楽
の
現
在
と
未
来
』
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
２７
年
１１
月
「
野
々
宮
・
松
風
伝
授
免
状
」（
観
世
文
庫
の
文
書
８０
）
『
観
世
』
８２
巻
１１
号
２７
年
１１
月
「
能《
通
小
町
》遡
源
」
『
国
語
と
国
文
学
』
９３
巻
３
号
２８
年
３
月
「
小
書
」
の
呼
称
と
池
内
信
嘉
『
銕
仙
』
６４９
号
２７
年
５
月
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「
能
の
「
習
事
」
と
番
組
上
の
小
字
注
記
―
「
小
書
」
と
い
う
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
」
『
能
楽
研
究
』
４０
号
２８
年
３
月
「
研
究
展
望（
平
成
２４
年
作
品
研
究
）」『
能
楽
研
究
』
４０
号
２８
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
・
対
談
等
﹈
「
法
政
学
へ
の
招
待
能
楽
研
究
所
」
於：
法
政
大
学
２７
年
６
月
「
紀
州
獅
子
の
復
元
」
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
能
の
復
元
的
上
演
の
可
能
性
」
日
本
演
劇
学
会
研
究
集
会
於：
法
政
大
学
２７
年
１０
月
「
燦
の
会
」《
井
筒
》解
説
於：
喜
多
六
平
太
記
念
能
楽
堂
２７
年
１０
月
新
作
能《
長
崎
の
聖
母
》英
語
解
説
於：
長
崎
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
２７
年
１１
月
「
能
楽
対
談
５７２
回
節
目
の
年
に
観
世
喜
正
・
山
中
玲
子
」
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
７６７
号
２８
年
２
月
「
能
楽
対
談
５７３
回
丁
寧
に
ゆ
っ
く
り
と
小
寺
佐
七
・
山
中
玲
子
」
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
７６８
号
２８
年
３
月
﹇
そ
の
他
﹈
紀
州
徳
川
家
版《
石
橋
》の
復
元
・
収
録
於：
喜
多
六
平
太
記
念
能
楽
堂
２８
年
２
月
宮
本
圭
造
「
能
は
い
つ
か
ら
神
事
芸
能
に
な
っ
た
か
」
『
国
立
能
楽
堂
』
３８１
号
２７
年
４
月
『
多
武
峰
談
山
能
』（
共
著
）
大
和
多
武
峰
談
山
能
実
行
委
員
会
２７
年
５
月
「
レ
ン
ズ
が
と
ら
え
た
能
楽
史
⑬
」
『
能
と
狂
言
』
１３
号
能
楽
学
会
２７
年
５
月
「
能〈
求
塚
〉の
原
形
―
ど
こ
ま
で
が
観
阿
弥
の
作
か
―
」
『
銕
仙
』
６４８
号
２７
年
６
月
「
大
橋
流
太
鼓
獅
子
欄
序
預
状
」（
観
世
文
庫
の
文
書
７７
）
『
観
世
』
８２
巻
８
号
２７
年
８
月
「
一
橋
徳
川
家
と
能
」
平
成
二
十
七
年
度
国
立
能
楽
堂
特
別
展
示
『
一
橋
徳
川
家
の
能
』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
２７
年
９
月
「
教
養
と
し
て
の
謡
―
室
町
文
化
は
い
か
に
継
承
さ
れ
た
か
―
」
『
形
成
さ
れ
る
教
養
』
勉
誠
出
版
２７
年
１１
月
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託
資
料
展
「
太
平
の
美
」（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
）
光
悦
謡
本
・
伝
松
平
伊
豆
守
旧
蔵
本
解
説
２７
年
１１
月
平
成
二
十
七
年
度
国
立
能
楽
堂
企
画
展
示
図
録
「
近
世
大
名
家
の
能
楽
」
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
２８
年
１
月
「
伏
見
稲
荷
大
社
御
旅
所
の
能
舞
台
」
『
朱
』
５９
号
伏
見
稲
荷
大
社
２８
年
２
月
「
能
役
者
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
尾
形
光
琳
」
『
観
世
』
８３
巻
２
号
２８
年
２
月
「
面
打
井
関
考
」
『
能
楽
研
究
』
４０
号
２８
年
３
月
「
笛
役
者
伊
藤
安
中
伝
」
『
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
』
１０
号
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
２８
年
３
月
「
能
面
の
古
層
」
『
能
面
を
科
学
す
る
』
勉
誠
出
版
２８
年
３
月
「
大
和
の
村
祭
り
と
能
楽
」
『
大
和
の
祭
り
と
芸
能
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
奈
良
県
教
育
委
員
会
２８
年
３
月
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「
研
究
展
望（
平
成
２４
年
狂
言
研
究
）」『
能
楽
研
究
』
４０
号
２８
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
「
能
の
興
行
史
」
国
立
能
楽
堂
公
開
講
座
於：
国
立
能
楽
堂
大
講
義
室
２７
年
６
月
公
開
講
座
「
能〈
江
口
〉の
魅
力
を
探
る
」
銕
仙
会
２７
年
９
〜
１０
月
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
典
演
劇
・
伝
統
演
劇
の
復
元
的
上
演
は
ど
こ
ま
で
可
能
か
」
趣
旨
説
明
・
司
会
於：
法
政
大
学
２７
年
１０
月
「
能
の
復
元
的
上
演
の
可
能
性
」
演
劇
学
会
秋
の
研
究
集
会
於：
法
政
大
学
２７
年
１０
月
能
楽
座
大
淀
町
公
演
解
説
於：
大
淀
町
文
化
会
館
あ
ら
か
し
ホ
ー
ル
２７
年
１１
月
「
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
静
岡
能
」
公
演
・
展
示
解
説
於：
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
２８
年
１
月
「
光
悦
謡
本
の
世
界
」
企
画
・
展
示
解
説
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
１４
階
展
示
室
２８
年
２
〜
３
月
「
周
縁
か
ら
見
る
光
悦
謡
本
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
縦
断
横
断
光
悦
謡
本
」
於：
法
政
大
学
２８
年
２
月
「
近
世
大
名
家
の
能
道
具
は
何
を
語
る
か
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
世
大
名
の
能
道
具
が
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
於：
法
政
大
学
２８
年
３
月
﹇
そ
の
他
﹈
紀
州
徳
川
家
版《
石
橋
》の
復
元
・
収
録
於：
喜
多
六
平
太
記
念
能
楽
堂
２８
年
２
月
表
き
よ
し
「
研
究
展
望（
平
成
２４
年
能
楽
史
研
究
）」『
能
楽
研
究
』
４０
号
２８
年
３
月
﹇
講
演
﹈
「
世
田
谷
シ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
能
・
狂
言
と
ア
ジ
ア
」
於：
国
士
舘
大
学
２７
年
１２
月
「
し
な
が
わ
学
び
の
杜
専
門
講
座
義
経
伝
説
と
文
学
・
芸
能
」
於：
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
ぷ
ら
ざ
八
潮
２８
年
２
月
「
逗
子
市
能
狂
言
公
演
事
前
講
座
能
『
羽
衣
の
愉
し
み
―
能
の
詞
章
を
味
わ
う
』」
於：
逗
子
市
文
化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
２８
年
２
月
小
林
健
二
「
屏
風
絵
を
読
み
解
く
―
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
の
制
作
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
文
化
現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記
』
笠
間
書
院
２７
年
５
月
「
も
う
一
つ
の
能
の
楽
し
み
方
―
『
能
絵
鑑
』
と
『
指
面
』
―
」
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
成
果
報
告
『
日
本
古
典
文
学
に
お
け
る〈
中
央
〉と〈
地
方
〉』
２８
年
３
月
「
宮
崎
文
庫
記
念
館
蔵
「
敦
盛
」
絵
巻
攷
―
翻
刻
と
考
察
―
」
『
か
が
み
』
４６
号
２８
年
３
月
「
能
画
か
ら
み
る
楽
劇
史
―
研
究
資
料
と
し
て
の
能
絵
」
『
楽
劇
学
』
２３
号
２８
年
３
月
「
能
界
展
望（
平
成
２４
年
）」
『
能
楽
研
究
』
４０
号
２８
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
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「
能
の
絵
画
資
料
」
司
会
・
パ
ネ
リ
ス
ト
楽
劇
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
絵
画
か
ら
み
た
楽
劇
史
」
於：
国
立
能
楽
堂
２７
年
６
月
２８
日
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
の
文
化
遺
産
と
し
て
の
絵
物
語
」
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
於：
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
２７
年
１０
月
３
日
講
演
「
苅
萱
の
絵
解
き
と
芸
能
伝
承
」
絵
解
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
パ
リ
於：
天
理
日
仏
文
化
協
会
２７
年
１０
月
７
日
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
絵
解
き
文
化
へ
の
招
待
」
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
於：
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
大
学（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
）
２７
年
１０
月
９
日
﹇
そ
の
他
﹈
復
曲
能
「
名
取
ノ
老
女
」
監
修
・
台
本
作
成
国
立
能
楽
堂
特
別
企
画
公
演
復
興
と
文
化
特
別
編
―
老
女
の
祈
り
―
２８
年
３
月
２５
・
２６
日
石
井
倫
子
「〈
西
行
桜
〉雑
感
」
『
第
１８
回
鵜
澤
久
の
会
・
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
２７
年
１０
月
「
研
究
展
望（
平
成
２４
年
作
品
研
究
）」『
能
楽
研
究
』
４０
号
２８
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
・
対
談
等
﹈
納
涼
あ
ぜ
く
ら
の
夕
べ
能
「
松
風
」
特
別
座
談
会
司
会
於：
国
立
能
楽
堂
大
講
義
室
２７
年
８
月
２４
日
鵜
澤
久
の
会
「
西
行
桜
」
を
よ
く
知
る
為
の
事
前
講
座
於：
国
立
能
楽
堂
大
講
義
室
２７
年
９
月
２７
日
能
楽
水
先
案
内
「
能
楽
い
ま
・
む
か
し
」
日
本
女
子
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座
於：
日
本
女
子
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２７
年
１１
月
２７
日
「〈
巴
〉を
見
る
た
め
に
」
日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校
能
楽
鑑
賞
会
事
前
講
座
於：
日
本
女
子
大
学
西
生
田
成
瀬
講
堂
２８
年
１
月
１５
日
「
能
楽
対
談
５６８
回
能
を
伝
え
る
粟
谷
明
生
・
石
井
倫
子
」
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
７６２
号
２７
年
６
月
豊
島
正
之
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
辞
書
」
『
文
学
』
９
・
１０
月
号
岩
波
書
店
２７
年
９
月
「
研
究
展
望（
平
成
２４
年
狂
言
研
究
）」『
能
楽
研
究
』
４０
号
２８
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
文
典
の
「
語
根
」
に
就
て
」
第
３
回
キ
リ
シ
タ
ン
語
学
研
究
会
於：
京
都
府
立
大
学
２７
年
９
月
２７
日
「
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
類
に
基
づ
く
能
楽
及
び
近
世
初
期
日
本
芸
能
史
の
研
究
」
上
智
大
学
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
ウ
ィ
ー
ク
於：
上
智
大
学
２７
年
１１
月
１９
日
「D
atabases
of
lexical
and
gram
m
atical
sources,
w
ith
Portu-
guese
influences
」
“O
E
spaco
das
Linguas
--
A
lingua
portuguesa
no
m
undo
do
inicio
da
idade
m
oderna
(sec.
X
V
a
X
V
II
）”
（
招
待
発
表
・
論
文
代
読
者A
ngelo
C
attaneo
）
於：
U
niversidade
nova
de
Lisboa
２８
年
２
月
１７
日
〜
１９
日
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海
孝
充
「
小
袖
を
被
く
巴
の
造
型
―
『
源
平
盛
衰
記
』
に
お
け
る
能
摂
取
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
文
化
現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記
』
笠
間
書
院
２７
年
５
月
「
嵯
峨
本
謡
本
」『
角
倉
一
族
と
そ
の
時
代
』思
文
閣
出
版
２７
年
７
月
「「
曾
我
虎
」
か
ら
曾
我
物
・
曾
我
伝
承
の
展
開
を
考
え
る
」
『
能
と
狂
言
』
１３
号
２７
年
５
月
「
光
悦
謡
本
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
か
―
成
立
背
景
の
問
題
点
」
『
観
世
』
８２
巻
９
号
２７
年
９
月
「
玉
屋
謡
本
の
研
究（
二
）―
「
玉
屋
謡
本
系
」
と
い
う
系
統
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
能
楽
研
究
』
４０
号
２８
年
３
月
「
俊
寛
の
姿
容
―
能
「
俊
寛
」
の
歴
史
―
」
『
日
本
文
学
誌
要
』
９３
号
２８
年
３
月
「
番
外
曲
「
御
渡
」
の
謡
本
」
『
橘
香
』
６０
巻
１２
号
２７
年
１２
月
「
能
界
展
望（
平
成
２５
年
）」
『
能
楽
研
究
』
４０
号
２８
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
「
光
悦
謡
本
と
観
世
身
愛
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
縦
断
横
断
光
悦
謡
本
」
２８
年
２
月
２７
日
江
口
文
恵
「
寛
政
五
年
日
記
」（
観
世
文
庫
の
文
書
７５
）
『
観
世
』
８２
巻
６
号
２７
年
６
月
「『
葛
巻
昌
興
日
記
』
所
引
能
楽
記
事
稿（
貞
享
二
年
分
）」（
共
著
）
『
演
劇
研
究
』
第
３９
号
２８
年
３
月
「
研
究
展
望（
平
成
２４
年
単
行
本
）」『
能
楽
研
究
』
第
４０
号
２８
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
「
ワ
キ
の
役
割
と
能
の
変
遷
」
中
世
文
学
会
春
季
大
会
於：
明
星
大
学
２７
年
５
月
中
司
由
起
子
「
梅
若
六
郎
家
蔵
『
伝
授
免
状
扣
・
第
二
』
翻
刻
」
初
代
梅
若
実
資
料
研
究
会（
加
賀
谷
真
子
・
氣
多
恵
子
・
小
林
責
・
土
谷
桃
子
・
中
司
由
起
子
・
深
澤
希
望
・
別
府
真
理
子
・
三
浦
裕
子
）
『
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
２７
号
２８
年
３
月
「
ワ
キ
型
附
」（
観
世
文
庫
の
文
書
７６
）『
観
世
』
８２
巻
７
号
２７
年
７
月
「
研
究
展
望（
平
成
２４
年
作
品
研
究
）」『
能
楽
研
究
』
４０
号
２８
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
「
伝
統
芸
能
シ
リ
ー
ズ
能
へ
の
誘
い
」
首
都
大
学
東
京
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
於：
首
都
大
学
東
京
２８
年
２
月
・
３
月
﹇
解
説
文
・
翻
訳
﹈
多
言
語
字
幕
シ
ス
テ
ム
「
能
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
２７
年
９
月
〜
「
国
立
能
楽
堂
公
演
番
組
解
説
」
『
国
立
能
楽
堂
』
２７
年
４
月
〜
２８
年
３
月
「
金
春
会
定
期
能
番
組
解
説
」
２７
年
４
月
〜
２８
年
３
月
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高
橋
悠
介
特
別
展
図
録
『
仏
教
説
話
の
世
界
』神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
２７
年
１０
月
「
建
治
三
年
の
宝
珠
制
作
」『
日
本
仏
教
綜
合
研
究
』
１３
号
２７
年
５
月
「
金
沢
文
庫
の
中
世
神
道
資
料
『
諸
社
口
決
』
一
結
―
翻
刻
―
」
『
金
沢
文
庫
研
究
』
３３５
号
２７
年
１０
月
「『
某
宝
次
第〈
酉
酉
〉』
翻
刻
・
解
題
」
『
金
沢
文
庫
研
究
』
３３６
号
２８
年
３
月
“Form
ation
and
D
evelopm
ent
of
the
Im
age
of
A
izen-M
yoo
and
E
xam
ples
in
E
uropean
M
useum
s”
『Japanese
C
ollections
in
E
uropean
M
useum
s
V
』Bonn,B
ier’sche
V
erlagsanstalt,2016
「
研
究
展
望（
平
成
２４
年
資
料
研
究
・
資
料
紹
介
、
能
楽
論
研
究
）」
『
能
楽
研
究
』
４０
号
２８
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
「
宗
教
的
身
体
観
と
能
」
能
楽
学
会
第
１４
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
能
の
宗
教
的
環
境
」於：
早
稲
田
大
学
小
野
記
念
講
堂
２７
年
６
月
２１
日
観
世
会
荒
磯
能
事
前
講
座〈
箙
・
半
蔀
・
箙
・
善
界
〉
於：
梅
若
能
楽
学
院
会
館
２７
年
５
月
１３
日
観
世
会
荒
磯
能
事
前
講
座〈
班
女
・
安
達
原
〉
於：
梅
若
能
楽
学
院
会
館
２７
年
９
月
１６
日
﹇
解
説
文
・
翻
訳
﹈
「
観
世
宗
節
筆
謡
本
「
代
主
」」
『
観
世
』
８３
巻
２
号
２８
年
２
月
﹇
蔵
書
の
出
品
・
掲
載
﹈
①
思
文
閣
出
版
発
行
の
森
洋
久
編
『
角
倉
一
族
と
そ
の
時
代
』
に
掲
載
の
伊
海
孝
充
氏
の
論
文
「
嵯
峨
本
謡
本
」
に
『
光
悦
謡
本（
特
製
本
）』「
西
行
桜
」、『
光
悦
謡
本（
上
製
本
）』「
西
行
桜
」「
う
き
ふ
ね
」、『
光
悦
謡
本（
色
替
り
本
）』「
西
行
桜
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
５
年
７
月
刊
行
）
②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
唐
紙
〜
千
年
の
文
様
の
美
〜
」
に
『
光
悦
謡
本
』「
大
原
御
幸
」
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。（
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
２
０
１
５
年
６
月
２０
日
再
放
送
）
③
淡
交
社
発
行
の
月
刊
『
な
ご
み
』
２
０
１
５
年
６
月
号
に
『
弘
化
勧
進
能
絵
巻
』「
畳
場
入
込
場
群
衆
図
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
④
Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
高
生
向
け
教
育
番
組
『
１０m
in.
ボ
ッ
ク
ス
国
語
／
古
文
・
漢
文
』「
狂
言
」（
２
０
０
７
年
制
作
）の
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
『
天
正
狂
言
本
』
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。
⑤
根
津
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
『
尾
形
光
琳
３００
年
忌
記
念
特
別
展
「
燕
子
花
と
紅
白
梅
」』
に
、『
光
悦
謡
本（
上
製
本
）』「
盛
久
」
「
千
手
重
衡
」「
俊
寛
」「
景
清
」「
班
女
」、『
光
悦
謡
本（
色
替
り
異
装
本
）』「
大
原
御
幸
」、『
光
悦
謡
本（
上
製
異
植
本
）』「
紅
葉
狩
」
の
貸
出
を
許
可
し
た
。（
会
期：
２
０
１
５
年
４
月
１８
日
〜
５
月
１７
日
）
⑥
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
着
想
の
マ
エ
ス
ト
ロ
乾
山
見
参
！
」
に
、『
光
悦
謡
本（
特
製
本
）』「
卒
塔
婆
小
町
」、『
光
悦
謡
本（
特
製
本
）』「
藤
戸
」、『
光
悦
謡
本（
上
製
本
）』「
大
原
御
幸
」、「
う
と
ふ
」
の
貸
出
を
許
可
し
た
。（
会
期：
２
０
１
５
年
５
192
月
２７
日
〜
７
月
２０
日
）
⑦
文
藝
春
秋
発
行
の
月
刊
『
文
藝
春
秋
』
２
０
１
５
年
７
月
号
に
『
二
曲
三
体
人
形
図
』「
女
躰
」「
天
女
舞
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑧
檜
書
店
発
行
『
観
世
』
平
成
２７
年
７
月
号
に
掲
載
の
大
江
新
氏
の
論
文
「
能
を
と
り
ま
く
建
築
」
に
『
弘
化
勧
進
能
絵
巻
』「
舞
台
桟
敷
一
覧
之
図
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑨
福
井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
若
狭
武
田
氏
の
誇
り
」
の
展
覧
会
図
録
、
広
報
媒
体
お
よ
び
展
示
パ
ネ
ル
に
『
宮
増
弥
左
衛
門
親
賢
画
像
』
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
ま
た
展
覧
会
に
『
宮
増
弥
左
衛
門
親
賢
画
像
』
の
貸
出
を
許
可
し
た
。（
会
期：
２
０
１
５
年
１０
月
１０
日
〜
１１
月
８
日
）
⑩
茶
道
之
研
究
社
発
行
『
茶
道
の
研
究
』
平
成
２７
年
２
月
号（
通
巻
７１６
号
）に
『
光
悦
謡
本（
上
製
本
）』「
う
と
ふ
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑪
檜
書
店
発
行
『
観
世
』
平
成
２７
年
８
月
号
の
特
別
企
画
「
琳
派
と
能
」
に
掲
載
の
西
野
春
雄
氏
の
論
文
「
琳
派
に
響
く
能
の
諧
調
美
―
琳
派
と
能
の
関
わ
り
を
概
観
す
る
―
」
に
『
光
悦
筆
謡
本
』「
隅
田
川
」、『
光
悦
謡
本（
色
替
り
異
装
本
）』「
大
原
御
幸
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑫
平
凡
社
発
行
『
尾
形
光
琳：
「
琳
派
」
の
立
役
者（
別
冊
太
陽
日
本
の
こ
こ
ろ
２３２
）』
に
『
光
悦
謡
本（
色
替
り
異
装
本
）』「
大
原
御
幸
」、
『
光
悦
謡
本（
上
製
本
）』「
殺
生
石
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
（
２
０
１
５
年
９
月
刊
行
）
⑬
国
土
社
発
行
『
大
研
究
能
と
狂
言
の
図
鑑
』
に
「
町
入
能
図
」、
「
青
山
御
所
能
舞
台
演
能
図
」、「
寺
子
屋
小
謡
図
版
画
」、『
二
曲
三
体
人
形
図
』「
天
女
舞
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
６
年
２
月
刊
行
）
⑭
東
京
美
術
発
行
『
も
っ
と
知
り
た
い
本
阿
弥
光
悦：
生
涯
と
作
品
』
に
『
光
悦
謡
本（
上
製
本
）』「
千
手
重
衡
」、『
光
悦
謡
本（
上
製
異
植
本
）』「
紅
葉
狩
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
５
年
９
月
刊
行
）
⑮
放
送
大
学
教
育
振
興
会
発
行
『
道
を
極
め
る
―
日
本
人
の
心
の
歴
史
』
に
『
二
曲
三
体
人
形
図
』「
老
体
」「
天
女
舞
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
６
年
３
月
刊
行
）
⑯
Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
高
生
向
け
教
育
番
組
『
１０m
in.
ボ
ッ
ク
ス
／
古
文
・
漢
文
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
『
天
正
狂
言
本
』
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
６
年
２
月
刊
行
）
⑰
松
江
市
発
行
『
松
江
市
史
史
料
編
８
近
世
Ⅳ
』
に
『
関
口
忠
左
衛
門
書
状
』（
正
月
幸
五
郎
次
郎
宛
）、『
関
口
高
亮
書
状
』（
九
月
十
二
日
勝
部
佐
十
郎
宛
）、『
松
田
兵
右
衛
門
書
状
』（
正
月
二
十
三
日
勝
部
彦
三
郎
宛
）、（
七
月
六
日
勝
部
左
十
郎
宛
）の
翻
刻
掲
載
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
６
年
３
月
刊
行
）
⑱
宮
帯
出
版
社
発
行
の
河
野
元
昭
氏
編
・
監
修
『
光
悦
―
琳
派
の
創
始
者
』
に
『
日
爪
忠
兵
衛
宗
政
手
沢
謡
本
』「
丹
後
物
狂
」、『
光
悦
謡
本（
特
製
本
）』「
う
ね
め
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
５
年
１０
月
刊
行
）
⑲
国
立
能
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
示
「
一
橋
徳
川
家
の
能
」
に
「
江
府
御
能
組
」、「
名
女
川
家
番
組
留
帳
」、「
舞
囃
子
附
仕
舞
謡
193 能楽研究所彙報
版
木
」
の
貸
出
を
許
可
し
た
。（
会
期：
２
０
１
５
年
９
月
２５
日
〜
１２
月
１２
日
）
⑳
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
『
風
神
雷
神
図
を
描
い
た
男
天
才
絵
師
・
俵
屋
宗
達
の
正
体
』
に
『
光
悦
謡
本（
上
製
本
）』「
盛
久
」、
『
光
悦
謡
本（
特
製
本
）』「
放
生
河
」
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。
（
２
０
１
５
年
１０
月
３１
日
放
送
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
に
っ
ぽ
ん
の
芸
能
古
典
芸
能
名
人
列
伝
桜
間
弓
川
』
に
ビ
デ
オ
『
名
家
の
面
影
』
４４
桜
間
金
太
郎
「
安
宅
」
部
分
の
映
像
使
用
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
５
年
１０
月
９
日
放
送
）

能
楽
学
会
発
行
『
能
と
狂
言
』
１４
号
に
掲
載
の
高
桑
い
づ
み
氏
論
文
「
地
拍
子
の
古
態
―
早
歌
か
ら
の
継
承
」
に
『
聞
書
色
々
』、『
慶
長
十
二
年
二
見
忠
隆
奥
書
囃
子
伝
書
』
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。

柏
書
房
発
行
『
織
田
信
長
の
古
文
書
』
に
『
元
亀
三
年
正
月
廿
八
日
付
、
観
世
小
次
郎
あ
て
信
長
朱
印
状
』
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
（
２
０
１
６
年
１
月
刊
行
）

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
で
開
催
し
た
平
成
２７
年
度
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託
資
料
展
「
元
和
偃
武
４００
年
太
平
の
美
―
書
物
に
見
る
江
戸
前
期
の
文
化
―
」
に
『
光
悦
謡
本（
色
替
り
本
）』「
海
士
」「
鸚
鵡
小
町
」「
春
日
龍
神
」「
摂
待
」、『
伝
松
平
伊
豆
守
家
旧
蔵
謡
本
』「
鸚
鵡
小
町
」「
景
清
」「
竜
田
」「
楊
貴
妃
」
の
貸
出
を
許
可
し
た
。（
会
期：
２
０
１
５
年
１１
月
４
日
〜
１１
月
２７
日
）

国
立
能
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
示
「
近
世
大
名
家
の
能
楽
」
に
『
江
戸
初
期
能
組
控
』
他
５１
点
の
貸
出
を
許
可
し
た
。（
会
期：
２
０
１
６
年
１
月
６
日
〜
３
月
２７
日
）

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
静
岡
で
開
催
さ
れ
た
「
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
静
岡
能
」
の
会
場
ロ
ビ
ー
に
『
文
禄
禁
中
能
番
組
』
ほ
か
１３
点
の
貸
出
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
６
年
１
月
２４
日
）

東
京
文
化
財
研
究
所
発
行
の
『
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告
』
１０
号
掲
載
の
高
桑
い
づ
み
氏
の
論
文
「
室
町
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
謡
の
フ
シ
―《
松
風
》の
復
元
を
め
ぐ
っ
て
―
」
に
『
塵
芥
抄
』、『
室
町
末
期
筆
長
頼
本
』、『
金
春
喜
勝
節
付
綴
帖
装
本
』、『
下
間
少
進
手
沢
鳥
飼
道
晰
節
付
本（
下
間
少
進
手
沢
車
屋
謡
本
）』「
定
家
」「
蟻
通
」「
源
氏
供
養
」「
清
経
」「
玉
蔓
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
６
年
３
月
３１
日
刊
行
）
	
檜
書
店
発
行
『
観
世
』
平
成
２８
年
３
月
号
の
特
別
企
画
「
琳
派
と
能
」、
対
談
「
琳
派
と
能
の
饗
宴（
一
）」（
河
野
元
昭
、
松
岡
心
平
）に
『
日
爪
忠
兵
衛
宗
政
手
沢
謡
本
』「
丹
後
物
狂
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
﹇
雑
報
﹈
◇
阿
部
真
弓
氏
が
兼
担
所
員
に
就
任
阿
部
真
弓
氏（
文
学
部
教
授
）が
２
０
１
５
年
４
月
１
日
付
で
兼
担
所
員
に
就
任
し
た
。
◇
小
秋
元
段
氏
が
兼
担
所
員
・
運
営
委
員
を
退
任
小
秋
元
段
氏（
文
学
部
教
授
）が
２
０
１
５
年
３
月
３１
日
付
で
兼
担
所
員
お
よ
び
運
営
委
員
を
退
任
し
た
。
◇
客
員
研
究
員
の
委
嘱
194
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点（
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
）公
募
型
共
同
研
究
課
題
採
択
者
お
よ
び
研
究
分
担
者
に
対
し
て
、
規
程
に
基
づ
き
客
員
研
究
員
を
委
嘱
し
た
。
坂
本
清
恵（
日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授
）
高
桑
い
づ
み（
東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
無
形
文
化
財
研
究
室
長
）
長
崎
巌（
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
教
授
）
渡
邊
雅
子（
学
習
院
大
学
客
員
研
究
員
・
非
常
勤
講
師
）
ジ
ョ
イ
ス
・
デ
ニ
（ー
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
門
脇
幸
恵（
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
国
立
演
芸
場
部
主
任
）
児
玉
竜
一（
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
）
飯
島
満（
東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
部
長
）
今
岡
謙
太
郎（
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
学
部
教
授
）
中
尾
薫（
大
阪
大
学
文
学
部
准
教
授
）
寺
田
詩
麻（
早
稲
田
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）
横
山
太
郎（
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
准
教
授
）
井
川
繭
子（
松
竹
大
谷
図
書
館
館
員
）
別
府
真
理
子（
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
室
員
）
以
上
、
任
期
２
０
１
５
年
４
月
１
日
〜
２
０
１
６
年
３
月
３１
日
伊
藤
克
亘（
法
政
大
学
情
報
科
学
部
教
授
）
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
カ
ロ
・
レ
ペ
ッ
ト（
ポ
ン
ペ
ウ
フ
ァ
ブ
ラ
大
学（
ス
ペ
イ
ン
）情
報
通
信
学
部
研
究
員
）
佐
藤
和
道（
学
校
法
人
名
古
屋
学
院
名
古
屋
中
学
高
等
学
校
教
諭
）
田
村
景
子（
和
光
大
学
表
現
学
部
総
合
文
化
学
科
専
任
講
師
）
岩
城
賢
太
郎（
武
蔵
野
大
学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
准
教
授
）
杉
山
未
菜
子（
福
岡
市
博
物
館
学
芸
課
主
任
学
芸
主
事
）
日
比
野
利
信（
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
歴
史
係
長
）
以
上
、
任
期
２
０
１
５
年
６
月
５
日
〜
２
０
１
６
年
３
月
３１
日
◇
国
内
研
修
員
の
受
入
京
都
女
子
大
学
教
授
の
西
尾
久
美
子
氏
を
国
内
研
修
員
と
し
て
受
け
入
れ
た（
受
入
期
間：
２
０
１
５
年
４
月
１
日
〜
２
０
１
６
年
３
月
３１
日
）。
氏
の
研
究
課
題
は
「
伝
統
文
化
組
織
に
お
け
る
継
続
と
革
新
―
人
材
育
成
と
事
業
シ
ス
テ
ム
の
視
角
か
ら
―
」。
◇
外
国
人
客
員
研
究
員
の
受
入
外
国
人
客
員
研
究
員
と
し
て
高
思
嘉
氏（
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
芸
術
科
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
研
究
コ
ー
ス
修
士
課
程
）を
受
け
入
れ
た（
受
入
期
間：
２
０
１
５
年
５
月
２１
日
〜
２
０
１
５
年
８
月
１９
日
）。
氏
の
研
究
課
題
は
「
演
劇
革
新
運
動
に
お
け
る
能
楽
と
能
楽
堂
」。
◇
研
究
補
助
員（
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
関
係
）の
採
用
２
０
１
５
年
４
月
１
日
付
で
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
研
究
活
動
の
遂
行
に
あ
た
る
た
め
の
研
究
補
助
者
と
し
て
能
楽
研
究
所
兼
任
所
員
の
中
司
由
起
子
氏
を
、
ま
た
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
人
文
科
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
在
籍
の
深
澤
希
望
氏
を
引
き
続
き
採
用
し
た
。
◇
事
務
嘱
託
職
員
の
退
職
岩
佐
容
子
氏
が
２
０
１
５
年
９
月
３０
日
付
で
退
職
し
た
。
◇
臨
時
職
員
の
採
用
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２
０
１
５
年
１０
月
１
日
付
で
臨
時
職
員
と
し
て
、
力
丸
彩
子
氏
を
採
用
し
た
。
◇
臨
時
職
員（
夜
間
閲
覧
業
務
）の
採
用
２
０
１
４
年
度
に
引
き
続
き
、
２
０
１
５
年
４
月
１
日
付
で
藤
井
月
菜
氏
を
採
用
し
た
。
﹇
２
０
１
５
年
度
の
所
員
名
と
関
連
委
員
名
﹈
◎
所
員
所
長
・
専
任
所
員
教
授
山
中
玲
子
専
任
所
員
教
授
宮
本
圭
造
兼
担
所
員
文
学
部
教
授
星
野
勉
兼
担
所
員
文
学
部
教
授
阿
部
真
弓
兼
担
所
員
文
学
部
准
教
授
伊
海
孝
充
兼
担
所
員
国
際
文
化
学
部
教
授
鈴
木
靖
兼
担
所
員
国
際
文
化
学
部
教
授
竹
内
晶
子
兼
担
所
員
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
岩
月
正
見
兼
担
所
員
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
高
村
雅
彦
兼
任
所
員
国
士
舘
大
学
教
授
表
き
よ
し
兼
任
所
員
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
小
林
健
二
兼
任
所
員
日
本
女
子
大
学
教
授
石
井
倫
子
兼
任
所
員
上
智
大
学
教
授
豊
島
正
之
兼
任
所
員
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
高
橋
悠
介
兼
任
所
員
中
司
由
起
子
兼
任
所
員
江
口
文
恵
事
務
渡
部
英
司
事
務
岩
佐
容
子
事
務
松
浦
奈
緒
事
務
力
丸
彩
子
◎
運
営
委
員
議
長
所
長
山
中
玲
子
委
員
専
任
所
員
宮
本
圭
造
委
員
兼
担
所
員
星
野
勉
委
員
兼
担
所
員
阿
部
真
弓
委
員
兼
担
所
員
伊
海
孝
充
委
員
兼
担
所
員
鈴
木
靖
委
員
兼
担
所
員
竹
内
晶
子
委
員
兼
担
所
員
岩
月
正
見
委
員
兼
担
所
員
高
村
雅
彦
◎
法
政
大
学
能
楽
振
興
基
金
委
員
委
員
長
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
増
田
正
人
委
員
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
廣
瀬
克
哉
委
員
写
真
家
服
部
冬
樹
委
員
法
政
大
学
名
誉
教
授
西
野
春
雄
委
員
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
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◎
法
政
大
学
能
楽
賞
委
員
委
員
長
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
増
田
正
人
委
員
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
廣
瀬
克
哉
委
員
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
◎
法
政
大
学
能
楽
賞
選
考
委
員
委
員
長
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
増
田
正
人
委
員
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
廣
瀬
克
哉
委
員
能
楽
評
論
家
松
本
雍
委
員
日
本
女
子
大
学
教
授
み
な
も
と
ご
ろ
う
委
員
法
政
大
学
名
誉
教
授
西
野
春
雄
委
員
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
観
世
銕
之
丞
委
員
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
◎
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
運
営
委
員
委
員
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
増
田
正
人
委
員
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
委
員
文
学
部
教
授
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
委
員
国
際
文
化
学
部
教
授
竹
内
晶
子
委
員
経
営
学
部
教
授
坂
上
学
委
員
山
口
県
立
大
学
教
授
稲
田
秀
雄
委
員
神
戸
女
子
大
学
教
授
大
谷
節
子
委
員
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
観
世
喜
正
委
員
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
佐
藤
禎
一
委
員
早
稲
田
大
学
教
授
竹
本
幹
夫
委
員
明
治
学
院
大
学
教
授
ワ
ト
ソ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
◎
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
公
募
型
共
同
研
究
課
題
専
門
委
員
委
員
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
委
員
国
際
文
化
学
部
教
授
竹
内
晶
子
委
員
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
観
世
喜
正
委
員
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
小
林
健
二
委
員
金
沢
大
学
教
授
西
村
聡
委
員
東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
財
研
究
室
長高
桑
い
づ
み
〔
受
贈
図
書
〕
☆
単
行
本
〔
受
入
順
。
＊
印
は
寄
贈
者
。
書
名
・
著
者
・
発
行
年
・
発
行
者
の
順
。
著
者
お
よ
び
編
者
が
発
行
し
て
い
る
場
合
は
、
発
行
者
は
省
略
。〕
『
柳
川
文
化
資
料
集
成
第
二
集
安
東
省
菴
集
書
簡
編
附
朱
舜
水
関
係
史
料
』
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
平
２７
＊
柳
川
市
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『
柳
川
文
化
資
料
集
成
第
四
集
―
３
柳
川
の
歴
史
的
建
造
物
』
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
平
２７
＊
柳
川
市
『T
he
G
uide
to
N
oh
ofthe
N
ationalN
oh
T
heatre
4
Play
Sum
m
aries
ofthe
T
raditionalR
epertory
（N
〜Se
）』
R
ichard
E
m
m
ert
著
平
２７
＊
国
立
能
楽
堂
『T
H
E
A
T
R
E
Y
E
A
R
-B
O
O
K
2015
T
heatre
in
Japan
日
本
の
舞
台
芸
術
を
知
る
』
＊
国
際
演
劇
協
会（IT
I/U
N
E
SC
O
）日
本
セ
ン
タ
ー
編
平
２７
『T
H
E
A
T
R
E
Y
E
A
R
-B
O
O
K
2015
T
heatre
A
broad
世
界
の
舞
台
芸
術
を
知
る
』
＊
国
際
演
劇
協
会（IT
I/U
N
E
SC
O
）日
本
セ
ン
タ
ー
編
平
２７
『
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
そ
の
６
1914
―2014：
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
１００
年
』
＊
国
際
演
劇
協
会（IT
I/U
N
E
SC
O
）日
本
セ
ン
タ
ー
編
平
２７
『
三
重
県
史
資
料
編
古
代
・
中
世（
上
）』
＊
三
重
県
編
平
２７
『
三
重
県
史
資
料
編
古
代
・
中
世（
下
）』
＊
三
重
県
編
平
２７
『
三
重
県
史
資
料
編
古
代
・
中
世
別
冊
』
＊
三
重
県
編
平
２７
『
神
と
仏
の
倫
理
思
想
〔
改
訂
版
〕
日
本
仏
教
を
読
み
直
す
』
＊
吉
村
均
著
平
２７
北
樹
出
版
『
多
武
峰
談
山
能
摩
多
羅
神
面
と
翁
能
楽
の
原
点
を
探
る
』
松
岡
心
平
監
修
平
２７
＊
多
武
峰
談
山
能
実
行
委
員
会
『
尾
形
光
琳
３００
年
忌
記
念
特
別
展
「
燕
子
花
と
紅
白
梅
」
光
琳
デ
ザ
イ
ン
の
秘
密
』
＊
根
津
美
術
館
学
芸
部
編
平
２７
『
山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会
六
十
年
の
歩
み
』
＊
稲
田
秀
雄
、
米
本
太
郎
編
平
２７
山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会
『
播
磨
国
総
社
三
ツ
山
大
祭
調
査
報
告
書
』
＊
姫
路
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
編
平
２７
『
柳
川
古
文
書
館
史
料
目
録
第
２５
集
淡
輪
家
史
料
目
録
』
＊
柳
川
古
文
書
館
編
平
２７
『
日
本
料
理
大
全
プ
ロ
ロ
ー
グ
巻
英
文
版
Introduction
to
japa-
nese
cuisine
nature,history
and
culture
』
日
本
料
理
ア
カ
デ
ミ
ー
監
修
平
２７
＊
シ
ュ
ハ
リ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
株
式
会
社
『
対
訳
で
た
の
し
む
井
筒
』
三
宅
晶
子
著
平
２７
＊
檜
書
店
『
対
訳
で
た
の
し
む
井
筒
』
竹
本
幹
夫
著
平
２７
＊
檜
書
店
『
対
訳
で
た
の
し
む
紅
葉
狩
』
竹
本
幹
夫
著
平
２７
＊
檜
書
店
『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』
＊
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
編
平
２７
『
着
想
の
マ
エ
ス
ト
ロ
乾
山
見
参
！
』＊サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
平
２７
『
日
本
謡
曲
選
』＊
王
冬
蘭
著
平
２７
吉
林
出
版
集
団
有
限
責
任
公
司
『葛亜庭
：
析沙穿搭駅葛・嘘意税蝕紫人古径聖石陥
能
楽：
現
代
能
楽
講
義
―
能
と
狂
言
の
魅
力
と
歴
史
に
つ
い
て
の
十
講
』
天
野
文
雄
著
＊
金
蘭
珠
訳
平
２７
『Slovenské
divadlo
=T
he
Slovak
theatre
:R
evue
dram
atických
U
m
enívol.62
』2014
Ú
stav
divadelneja
film
ovejvedy
SA
V
＊
山
中
玲
子
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『
角
倉
一
族
と
そ
の
時
代
』
森
洋
久
編
平
２７
思
文
閣
出
版
『
謡
本
〈
鵜
羽
〉』
伊
藤
正
義
監
修
能
の
会
＊
小
林
健
二
『
謡
本
〈
苅
萱
〉』
伊
藤
正
義
監
修
能
の
会
＊
小
林
健
二
『
謡
本
〈
松
浦
佐
用
姫
〉』
伊
藤
正
義
監
修
能
の
会
＊
小
林
健
二
『『
天
草
版
平
家
物
語
』
を
読
む
不
干
ハ
ビ
ア
ン
の
文
学
手
腕
と
能
』
＊
小
林
千
草
著
平
２７
東
海
大
学
出
版
部
『
奈
良
絵
本
絵
巻
抄
』
＊
松
田
存
著
平
２７
新
典
社
『
も
っ
と
知
り
た
い
本
阿
弥
光
悦
生
涯
と
作
品
』
玉
蟲
敏
子
他
著
平
２７
＊
日
本
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
『
図
録
平
成
２７
年
度
国
立
能
楽
堂
特
別
展
示
一
橋
徳
川
家
の
能
』
＊
国
立
能
楽
堂
編
平
２７
『
怪
異
を
媒
介
す
る
も
の
』
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
平
成
２７
勉
誠
出
版
＊
久
留
島
元
『
光
悦
琳
派
の
創
始
者
』
河
野
元
昭
編
平
成
２７
＊
宮
帯
出
版
社
『
若
狭
武
田
氏
の
誇
り
』
＊
福
井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
編
平
２７
『
元
和
偃
武
四
〇
〇
年
太
平
の
美
書
物
に
見
る
江
戸
前
期
の
文
化
』
平
２７
＊
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
・
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
『
活
字
文
化
の
真
髄：
日
本
の
古
活
字
版
と
西
洋
初
期
印
刷
本
第
２７
回
慶
應
義
塾
図
書
館
貴
重
書
展
示
会
』
慶
應
義
塾
図
書
館
編
平
２７
＊
小
秋
元
段
『
盆
栽
に
つ
も
る
雪
「
鉢
木
」
物
語
の
世
界
』
＊
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館
編
平
２７
『
没
後
２５
年
日
影
丈
吉
と
雑
誌
宝
石
の
作
家
た
ち
』
＊
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
編
平
２７
『
現
代
語
訳
申
楽
談
儀
世
阿
弥
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
観
世
元
能
著
水
野
聡
訳
平
２７
＊
檜
書
店
『
蔵
書
票
を
愛
し
た
男
本
を
彩
る
版
画
蒐
集
家
原
野
賢
吉
の
軌
跡
』
＊
関
西
学
院
大
学
博
物
館
編
平
２７
『
特
別
展
仏
教
説
話
の
世
界
』
＊
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
平
２７
『
延
年
資
料：
そ
の
他
』本田
安
次
著
平
２７
能
楽
書
林
＊
志
村
祥
子
『
沼
艸
雨
能
評
集
』
沼
艸
雨
著
昭
４２
檜
書
店
＊
志
村
祥
子
『
面
打
ち
入
門
』
長
沢
氏
春
、
渡
会
恵
介
著
昭
５１
日
貿
出
版
社
＊
志
村
祥
子
『
ご
ざ
る
狂
言
師
野
村
万
作
の
藝
』
藤
森
武
写
真
平
２
講
談
社
＊
志
村
祥
子
『
謡
曲
の
植
物
』
伊
藤
和
洋
著
昭
３５
井
上
書
房
＊
志
村
祥
子
『
橋
岡
一
路
能
面
集
』
橋
岡
一
路
著
平
９
淡
交
舎
＊
志
村
祥
子
『
梅
若
万
三
郎
家
仕
舞
形
付
集（
上
）（
下
）』
梅
若
万
三
郎
著
昭
５９
梅
若
研
究
会
＊
志
村
祥
子
『R
äum
e
der
E
rscheinung
und
T
ransform
ation
』
＊Pia
Schm
itt
著
平
２７
Iudicium
『
中
世
文
華
論
集
第
三
巻
金
春
禅
竹
の
研
究
』
伊
藤
正
義
著
平
２８
＊
和
泉
書
院
『
笛
吹
き
の
狂
言
綺
語
』
＊
帆
足
正
規
著
京
都
大
学
宝
生
Ｏ
Ｂ
会
有
志
平
２６
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『ga-shin-kyo
「
我
・
心
・
叶
」』狂
言
三
の
会
編
平
２０
＊
野
口
隆
行
『
道
を
極
め
る
日
本
人
の
心
の
歴
史
』
魚
住
孝
至
著
平
２８
＊
放
送
大
学
教
育
振
興
会
『
大
研
究
能
と
狂
言
の
図
鑑
』国
土
社
編
集
部
編
平
２８
＊
国
土
社
☆
雑
誌
・
紀
要
な
ど
〔
特
記
し
た
以
外
は
発
行
所
か
ら
の
寄
贈
誌
名
・
号
数
・
発
行
年
・
発
行
所
の
順
〕
〈
雑
誌
な
ど
〉
葵
徳
川
美
術
館
だ
よ
り
№
９５
〜
９７
（
平
２７
）
徳
川
美
術
館
岩
瀬
文
庫
だ
よ
り
№
４６
〜
４８
（
平
２７
・
２８
）
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
お
も
て
１２５
〜
１２７
号（
平
２７
・
２８
）
大
槻
能
楽
堂
観
世
８２
巻
４
号
〜
８３
巻
４
号（
平
２７
・
２８
）
檜
書
店
観
世
九
皐
会
定
例
会
６
月
〜
５
月（
平
２７
・
２８
）
観
世
九
皐
会
喜
多
流
自
主
公
演
能
６
月
〜
４
月（
平
２７
・
２８
）
喜
多
流
職
分
会
喜
多
流
青
年
能
第
３８
・
３９
回（
平
２７
・
２８
）
喜
多
流
職
分
会
能
お
お
し
ま
草
紙
３０
・
３１
号（
平
２７
）
喜
多
流
大
島
能
楽
堂
橘
香
６０
巻
１
〜
１２
号（
平
２７
）
梅
若
研
能
会
汲
古
６７
・
６８
号（
平
２６
）
汲
古
書
院
京
都
薪
能
６６
回
平
２７
）
京
都
能
楽
会
藝
能
２１
号（
平
２７
）
藝
能
学
会
K
E
N
SY
O
vol.97
〜100
（
平
２７
・
２８
）
セ
ク
タ
ー
エ
イ
テ
ィ
エ
イ
ト
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
№
３９
〜
４２
（
平
２７
・
２８
）
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究
報
告
３５
号（
平
２７
）
国
文
学
研
究
資
料
館
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
第
３８
回
会
議
録（
平
２７
）国文
学
研
究
資
料
館
国
立
能
楽
堂
３８０
〜
３９１
号（
平
２７
・
２８
）
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
vol.9
（
平
２７
）
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
金
剛
の
能
第
２
回
〜
第
１
回（
平
２７
・
２８
）
東
京
金
剛
会
金
春
月
報
３６
巻
４
号
〜
３７
巻
３
号（
平
２７
・
２８
）
金
春
月
報
編
集
部
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
ニ
ュ
ー
ズ
２５５
〜
２５９
号（
平
２７
・
２８
）
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
紫
明
３５
・
３６
号（
平
２７
）
紫
明
の
会
序
破
急
１８
号（
平
２７
）
大
阪
能
楽
養
成
会
後
援
会
地
方
史
情
報
１２３
〜
１２８
（
平
２７
・
２８
）
岩
田
書
院
銕
仙
６４６
〜
６５６
号（
平
２７
・
２８
）
銕
仙
会
東
海
能
楽
研
究
会
年
報
１７
・
１９
号（
平
２７
）
東
海
能
楽
研
究
会
東
西
合
同
研
究
発
表
会
４６
回（
平
２７
）
京
都
能
楽
養
成
会
・
大
阪
能
楽
養
成
会
名
古
屋
芸
能
文
化
２５
号（
平
２８
）
名
古
屋
芸
能
文
化
会
日
本
研
究
５１
集（
平
２７
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
能
６８４
〜
６９５
号（
平
２７
・
２８
）
京
都
観
世
会
能
楽
タ
イ
ム
ズ
７５８
〜
７６９
号（
平
２７
・
２８
）
能
楽
書
林
能
楽
の
友
５８０
〜
５８５
号（
平
２７
）
能
楽
の
友
社
能
楽
連
盟
報
９９
・
１００
号（
平
２７
）
新
潟
県
能
楽
連
盟
能
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
６１１
〜
６１５
号（
平
２７
・
２８
）
観
世
会
能
と
狂
言
１３
号（
平
２７
）
能
楽
学
会
200
橋
が
か
り
４
月
〜
３
月（
平
２７
・
２８
）
横
浜
能
楽
堂
書
陵
部
紀
要
６６
号（
平
２７
）
宮
内
庁
書
陵
部
廣
田
鑑
賞
会
能
２４
回（
平
２７
）
廣
田
鑑
賞
会
大
和
座
通
信
１２０
号（
平
２８
）
大
和
座
狂
言
事
務
所
東
京
文
化
財
研
究
所
概
要
２
０
１
５（
平
２７
）
東
京
文
化
財
研
究
所
柳
川
古
文
書
館
史
料
目
録
２５
集（
平
２７
）
柳
川
古
文
書
館
柳
川
古
文
書
館
年
報
平
成
２６
年
度（
平
２７
）
柳
川
古
文
書
館
企
画
展
示
『
近
世
大
名
家
の
能
』（
平
２８
）
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
万
葉
古
代
学
研
究
年
報
１３
号（
平
２７
）
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
な
ご
み
６
月
号（
平
２７
）
淡
交
社
茶
道
の
研
究
７１６
号（
平
２７
）
三
徳
庵
五
島
美
術
館
研
究
紀
要
３
号（
平
２７
）
五
島
美
術
館
週
刊
マ
ン
ガ
日
本
史
『
観
阿
弥
・
世
阿
弥
」
改
訂
版
（
平
２７
）
朝
日
新
聞
出
版
別
冊
太
陽
『
天
才
！
「
琳
派
」
の
立
役
者
尾
形
光
琳
』
日
本
の
こ
こ
ろ
２３２
（
平
２７
）
平
凡
社
〈
大
学
紀
要
〉
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
３９
号（
平
２８
）
愛
知
淑
徳
大
学
国
文
学
会
青
山
語
文
４５
号（
平
２７
）
青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
文
学
史
研
究
５５
号（
平
２７
）
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研
究
会
語
文
１０４
・
１０５
輯（
平
２７
）
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
待
兼
山
論
叢
４９
号（
平
２７
）
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
演
劇
学
論
叢
１４
号（
平
２７
）
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
演
劇
学
研
究
室
百
舌
鳥
国
文
２６
号（
平
２７
）
大
阪
府
立
大
学
日
本
言
語
文
化
学
会
言
語
文
化
学
研
究
日
本
語
日
本
文
学
編
１０
号（
平
２７
）
大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
学
部
言
語
文
化
学
科
文
藝
論
叢
８４
・
８５
号（
平
２７
）
大
谷
大
學
文
藝
學
會
岡
大
国
文
論
稿
４３
号（
平
２７
）
岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会
国
語
国
文
学
会
誌
５９
号（
平
２８
）
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
国
語
国
文
４０
号（
平
２７
）
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
舞
台
芸
術
V
ol.19
（
平
２７
）
京
都
造
形
大
学
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
斯
道
文
庫
論
集
５０
輯（
平
２８
）慶
應
義
塾
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
Journalofthe
Faculty
ofLetters
（JO
L
）N
o.4
（
平
２７
）
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
学
術
研
究
会
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
９
号（
平
２７
）
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
文
學
論
究
７５
冊（
平
２８
）
國
學
院
大
學
國
文
學
會
駒
澤
國
文
５２
号（
平
２７
）
駒
澤
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
実
践
国
文
学
８８
・
８９
号（
平
２７
・
２８
）
実
践
国
文
学
会
人
文
学
報
５０７
号（
平
２７
）
首
都
大
学
東
京
人
文
科
学
研
究
科
国
文
学
科
紀
要
３３
号（
平
２８
）
上
智
大
学
国
文
学
科
国
文
学
論
集
４９
号（
平
２８
）
上
智
大
学
国
文
学
会
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日
本
文
学
紀
要
学
苑
８９３
号（
平
２８
）昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
成
蹊
國
文
４８
号（
平
２７
）
成
蹊
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
近
松
研
究
所
紀
要
２６
号（
平
２８
）
園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
中
央
大
学
国
文
５９
号（
平
２８
）
中
央
大
学
国
文
学
会
東
海
大
学
日
本
語
・
日
本
文
学
研
究
と
注
釈
４
号（
平
２６
）
東
海
大
学
研
究
と
注
釈
の
会
山
邊
道
５６
号（
平
２８
）
天
理
大
学
国
語
国
文
学
会
湘
南
文
学
４９
・
５０
号（
平
２６
・
２７
）
海
大
学
日
本
文
学
会
同
志
社
国
文
学
８４
号（
平
２８
）
同
志
社
大
学
国
文
学
会
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
３４
号（
平
２７
）
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
同
志
社
國
文
学
８２
・
８３
号（
平
２７
）
同
志
社
大
学
国
文
学
会
文
学
論
藻
９０
号（
平
２８
）
東
洋
大
学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
比
較
文
化
研
究
所
年
報
３１
号（
平
２７
）
徳
島
文
理
大
学
比
較
文
化
研
究
所
年
報
編
集
委
員
会
文
学
論
叢
３２
号（
平
２７
）
徳
島
文
理
大
学
文
学
論
叢
編
集
委
員
会
二
松
２９
集（
平
２７
）
二
松
學
舍
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
二
松
學
舍
大
学
論
集
５８
号（
平
２７
）
二
松
學
舍
大
学
文
学
部
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
４５
集（
平
２７
）
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
国
文
目
白
５５
号（
平
２８
）
日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
演
劇
創
造
V
ol.44
（
平
２７
）
日
本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科
Perform
ing
A
rts
Studies/
舞
台
芸
術
研
究
２０
号（
平
２７
）
日
本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科
文
学
部
論
集
１００
号（
平
２８
）
佛
教
大
学
文
学
部
仏
教
学
部
論
集
１００
号（
平
２８
）
佛
教
大
学
仏
教
学
部
歴
史
学
部
論
集
６
号（
平
２８
）
佛
教
大
学
歴
史
学
部
文
教
大
学
国
文
４４
号（
平
２７
）
文
教
大
学
国
文
学
会
法
政
大
学
史
資
料
集
３６
集（
平
２７
）
法
政
大
学
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
所
報
７５
・
７６
号（
平
２６
・
２７
）
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
国
際
日
本
学
１３
集（
平
２７
）
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
日
本
文
学
誌
要
９２
・
９３
号（
平
２７
・
２８
）
法
政
大
学
国
文
学
会
法
政
史
学
８３
・
８４
号（
平
２７
）
法
政
大
学
史
学
会
大
学
院
紀
要
７５
・
７６
号（
平
２７
・
２８
）
法
政
大
学
大
学
院
研
究
と
評
論
№
８１（
平
２８
）
法
政
大
学
第
二
中
・
高
等
学
校
文
学
部
紀
要
７１
・
７２
号（
平
２７
・
２８
）
法
政
大
学
文
学
部
国
語
国
文
研
究
１４６
・
１４７
・
１４８
号（
平
２７
・
２８
）
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
日
本
文
学
ノ
ー
ト
５０
号（
平
２７
）
宮
城
学
院
女
子
大
学
日
本
文
学
会
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
№
２６（
平
２７
）
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
日
本
文
学
１１４
・
１１５
号（
平
２７
・
２８
）
立
教
大
学
日
本
文
学
会
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
V
ol.16
（
平
２８
）
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
國
文
學
論
叢
６１
輯（
平
２８
）
龍
谷
大
學
國
文
學
會
東
西
南
北
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
年
報
２
０
１
６（
平
２８
）
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
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演
劇
映
像
５６
号（
平
２７
）
早
稲
田
大
学
演
劇
映
像
学
会
国
文
学
研
究
１７５
・
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